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肺結核患者の尿中結核菌排泄状態について
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近 藤 弘 ・伊 藤

北里研究所

善 朗

水 之江 公英

(受付 昭和30年7月30目)

1緒 言

肺結核患者の尿 中に結核菌が検 出 され る意義 について

は,従 来健腎通 過の可能牲を肯定する説 と,こ れを否定

し,す べて泌尿生 殖器系統に結核性疾患 あるか または腎
1)一・5♪

臓 に病変あ るとい う説が内外の諸文 献にみ られ る。現 在

ではやや後者に傾 いて いる状態であ るが,な おこの問題

は今後 さらに追究すべ き余地 が残 され ている。最近長足

の進歩を示 した化学療法 のこの領域 における応用に伴つ

て,病 型 の変化 また胸部結核 にみ られた よ うな尿 中結核

菌の各種抗結核剤 に対す る抵抗性 が問題になつて来 た。

私達は国立療養所 天龍荘入荘肺結核患者782例 につい

て,尿 中結核菌の検 出を試み,肺 結核 との関係 および分

離菌 の各種抗結核 剤に対す る抵抗性 を調査 し若干の知見

を得たので こ 、に報告す る。

11案 験材料ならびに方法

国立療養 所天竜荘入荘患者782例 の尿について結核菌

の培養 を行い,同 時にそ の一般検査お よび同 日早朝 喀疾

の培養 も併せ施行 した。次 いで尿 中結核菌の陽性 をみた

ものは,喀 疾 よりの分離菌 と共 に抗 結核剤 に対す る抵抗

性検査 を岡 ・片倉培地 を用い,間 接法に よつ て行つた。

尿 の培養については,カ テーテルを用いず綿栓を施 し
6)

た滅菌採尿管に早朝第1回 尿を採取 したものを小川に し

たがい,3000回 転20分 間遠心沈澱 し,そ の沈渣に4%硫

酸 を適宜加えて30分 間放置 し,さ らに10分 間遠心 して,

そ の沈渣を岡 。片倉培地に塗 抹培養 した。喀疲は原 法の

前処置で同 じく岡 ・片倉培地 に培養 した。両者共1週 毎

に観察におよんだ。なお尿沈渣は顕微鏡検査の他普通 寒

天及血 液寒天培地に培養 した。 また尿培養抗 酸性菌陽性

につ いては プライス氏法を併 せ行つた。

断 のついた例4例 および死後剖検に よ り腎結核兼前立朦

結核 を認めた例1例 が含 まれている。

(B)喀 疲中結核菌排泄状態 と尿中結 核菌陽性例との

関係

第1表 に示す如 く,喀 疲中結核菌の培 養iにて集落100

個以上の陽性例219例 中,尿 中結核菌排 演例15例(6.5

%),100個 以下 の陽性例99例 中5例(5.1%)で 両者の間

に著明な差 はみ られないが,喀 疲中結核 菌 培 養 陰 性例

464例 中では9例(1.9%)で あつ て喀痕 中結核菌陽性例よ

り低 率であった。

第1表 喀疾中結核菌排泄状態 と尿 中結核菌陽性例

との関係
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(A)陽 性率

実験例782例 中,尿 中結核菌陽性をみたものは29例

(3.8%)あ った。 この中には臨床 的に既 に腎結核症 の診

(C)尿 中結核菌排泄例 と臨床所見 との関係

赤沈,胸 部 レソ トゲ ソ所見 との関係は第2表 の如 く,29

例 中赤沈 の正常値例(1時 間値10mm以 下)は9例(31・0

%),軽 度及 中等度促進例(1時 間値11mm以 上50m〃h迄)

12例(41.4%),高 度促進例(1時 間値51mmbl上)8例

(27.6%)で あつ て,促 進例が約70%を 占め正常例よ り

高率であつた。胸部直接撮影に よる空洞像 の有無につい

てみると,空 洞を認めない例 ユ2例(41.4%),空 洞像を

単に1個 認め る例すなわ ち(+)は13例(44.8%),巨 大

空洞 を有す るか,あ るいは2個 以上 の空洞を認める例す

なわ ち(赫)は4例(13・8%)で あつ て,空 洞像 の認めら

れ る例が約60%を 占め,空 洞像 の認め られない例 よ り高

率 に尿中に結核 菌を証明 した。また病 巣の広 さをAmeri・

catlTrudeauS㏄ietyのX線 像的分類 に した が い
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第2表 赤沈,胸 部 レン トゲン所見 との関係
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箪3表 尿 の 所 見
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第4表 尿沈渣の顕微鏡的所見
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注 ただ し結核菌以外 の菌は普通 寒天 および血液寒天に培養 した成績であ る燈

Miniπia1,Moderatelyadvanced,Faradvancedに 分

類す ると,Minima18例(27.6%),MOd.adv。11例

(37.9%),Faradv.10例(34.5%)で あった◎

尿の所見は第3表 の如 し。尿量は多尿((2000ccLl上)

を1例(4.8%)認 めるのみで他は正常 であつた。(尿量 の

確実に測定出来なかつた もの8例 あつた◎)尿回数 につ い

ては頻回(10回 以上)の もの3例(10.3%)を 認めるのみ

で,他 の26例(89・7%)は 正常であつた。すなわ ち尿 中

結核菌陽性者の尿量 ならびに尿回数 には特別な変化が認

められ なかつた。尿中蛋白陽性例は7例(24.2%)の み

で,22例(75・8%)は 蛋 白陰性 であった。渥濁を認めた

ものは5例(ユ7.2%)あ つたが,こ れ らのすべ ては尿酸

塩,炭 酸塩,燐 酸塩等の塩類に よるものであつ た。

尿沈渣の顕微鏡的所見については第4表 の如 く,白 血

球を認 めない例 は29例 中8例(27.6%),(十)(1視 野2

～3以 下)20例(69 .0%),(静)(1視 野4以 上)1例

(3・4%)で 白血球陽性例 は約70%で あった。結核菌以外

の菌は鏡検 では6例(20.7%),普 通 寒天及血液寒天に

培養 した結果 ではU例(37.9%)に 認 め られ た。 この11

例の結核菌以外 の菌の内訳は白色葡萄球菌9例,黄 色葡

萄球菌1例,桿 菌1例 である。結核菌を顕微鏡下に認め

た例 は29例 中3例(ユ0.3%)の みであつて26例(89.7%)

は陰性であった。

(d)尿 中結核菌陽性例 の尿 中ならびに喀疾 中結核菌 の

抗 結核剤に対す る抵 抗性 について

まず尿分離29株 の各種抗結核剤 に対す る耐性,感 受性

別は第5表 に示す如 く,SMで は10.2%(3例),PASで

は10・2%(3例),INAHで は6.8%(2例)に 耐性例

があった。 これ らの耐性例 はすべ て喀疾 よ りの分離菌 と

の比較 の出来た例であ るので∫耐性程度については下記

に示す。

喀疲 よりの分離菌 との比較 は両材料 よ り結 核菌の得 ら

れた17例 につ いて行 つた。す なわ ち第6表 に示す如 く,

SMに 対す る抵抗性では10r耐 性例 は使用量eo9 、以下

で尿菌1例,喀

疾菌2例,20g

計 ～609で 尿菌喀

疾菌 とも1例 つ

つあ り,100γmb

性i例は な く,

計 ユOOOY以 上耐性

29例 は使用量609

以上で尿菌にの

み1例 あつたe

第7表 にはPAS計

に対す る抵抗性
29 を示 したが

,10Y

の耐性例は使 用

量SOOg以 ドで

尿菌1例,100γ では使用量500g～120egで やは り尿

菌にのみ1例,200γ 以上 には使用量500g以 下 で,尿

菌,喀 疲菌1例 づっを認めた。 第8表 に示す如 くINAH

の抵抗性 については,使 用量10g以 下では喀疲菌が1Y

耐性例1例,使 用量20g以 上では1γ 耐性例尿菌,喀

疲菌とも1例 づS,ユ00γ 以上耐性例は尿菌に1例 を認め

た。

第5表 尿分離菌の各種抗結核翻 に対 次に上

す る感受性例 および耐性例 記 の中で

・.感 受 性

喉潤 び
SM

PAS

INAH

感受性例 耐性例「

26(89。8%)1".(10.2%)

26(89.8%)3(10.2%)

27(93・2%)i2(6・8%)

尿菌と喀

疫菌との

各種抗結

核剤に対
29 する抵抗

性に差の

ある例は第9表 の如 く,SMで は使 用量209以 下で喀

疲菌に10Yの 抵抗性 の発現 した1例 は尿菌10Y以 下で

あ り,209～609で 喀疲菌 ユ0γ耐牲の1例 も尿菌 ユ0γ以

下 であつたが,喀 疲菌10Y以 下で尿菌10γ の抵抗性が

発現 した1例 もあつた。 また尿菌の1000γ 以上耐性の発

現 した1例 はSM使 用量609以 上であつて,喀 疲菌は

10γ以下であつた。PASに 対す る抵抗性では使用量50Cg

以下で尿菌10Y,200Y以 上耐性 のあつた例 は,喀 疲菌は

10γ以下であつたesoeg～ ユ200gで は喀疲菌200Y以

上で尿菌10γ 以下 の例があ り,尿 菌1∞ γ耐性例は喀疲

菌10Y以 下であつた。INAHの 抵抗性で両者 に差の認

められた例は,使 用量109以 下の喀疲菌1γ 耐性1例

が尿菌では1γ 以下 であ り,ま た208以 上使用の尿菌

100Y以 上耐性1例 は喀疲菌1Y以 下であつた。なおこの

例 は尿菌でSM10Y,PAS200Y以 上,INAH100Y以 上

と3種 薬剤に対 してすべて耐性を獲得 してお り,喀 痕菌

ではどの抗結核 剤に対 して も耐性 のなかつた興味ある例

であ る。
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第6表 喀疾分離菌 と尿分離菌 との各種抗結核

剤 に対す る抵抗性 の比鮫(そ の1)

第9表 尿菌 と喀疾菌 との各種抗結 核剤に対 ナ

る抵 抗性 に差 のあ る例
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第7表 喀疫分離菌 と尿分離菌 との各種抗結核

剤 に対す る抵抗性 の比較(そ の2)
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第8表 喀疾分離菌 と尿分離 菌 との各種抗結核

剤 に対す る抵抗性 の比較(そ の3)
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w考 案

3)結核患者
の尿か らの結核菌培養について,岩 前 は胆汁

硫酸法 を用いて6・3%(肺 結核患者160例 中10例)の 陽性
5)

率をまた橋本は晴嵐荘入荘患者 の中,尿 蛋白陽性 者のみ

の培養を行つ て,3.3%～4.5%陽 性な ることを報告 して

い る。われわれ の成績3.8%は 橋本 の成績 とeiSt-一致 し,

岩前の成績 より低率なのは前処 置の異 なるため また取扱

つた患者 が重症例のみであつたためであ ろ うか。

尿中結核菌 陽性例29例 の中,喀 疲 中結核菌陽性例 は
3)eg

.O%(20例)を 占め,陰 性例よ り高率であつて,岩 前

の80%(10例 中8例)と ほ ゴ似 ている。

尿 中結核菌 陽性者 の赤沈,胸 部 レ線所見では,赤 沈促

進例 は09.O%(20例),空 洞の認められ る例は58.6%(17

例),病 巣 の広 さの中等愛以上の例は72.4%(21例)で

あった。上記 の喀疲菌陽性例の方が多かつ た 成 績 と併

せ,肺 結核 軽症例 より申等症以 上に尿 中結核菌排泄例 は

5)
多 くみ られた。 この点につ いて橋本の尿中結核 菌陽性例

の胸部 レソ トゲ ソ所 見は軽微 なものは少 く,混 合型が大

部分 を占めた と報告 しているのと一致す る。尿の所見で

は尿量は正常が95.2%を 占め,尿 回数 も正常な ものが大

部 分(89.7%)で あ り,溜 濁のあるものについても病的の

ものは認め られなかつた。また尿蛋 白は陽性例{茎か7例

(24.2%)で あ り,白 血球の病 的陽盤例 も1例(3.4%)の

みであ り,結 核菌以外 の菌は11例(37.9%)認 め られた。

これ らの事実は,在 来の記載 と異なつた所見であつて,
7)

稲 田のい う化学療法に よる尿路結核症 の変型か,ま たは
3)lo)8)9)il)金

子,岩 前,北 川,志 賀お よび高橋等 のい う腎結核の初

期 のためであ ろ うか,さ らに結核 菌健腎通過のためか,

今後 さらに追究すべ きであつて,尿 の所見 の如何にかか

わ らず尿 中結核菌 の培養を実施すべ きであろ う。顕微鏡

下 に結核菌を認め得 た ものは,培 養陽性例29例 中3例

(10。3%)の みであつて,培 養 の価値 が大 きい ことを物語

つ ている。

分離菌 のSM,PAS,INAHの3種 抗結核剤に対す る

抵抗性では,SMで は3例,PAS3例,INAH2例 で・

喀疾菌 との比較を した ものは,SMで は尿菌,喀 疲菌共

3例 宛,PASで は喀疲 菌に1例,尿 菌に3例 ㌧INAH

では共 に2例 であって,SM,INAHで は大体同程度

に,PASで は尿菌に高率 に抵抗性菌の認 められたのは・

この部位 にPASの 分布が濃いためか血行に入つたPAS

が一度病巣で作用 し,そ の後そのま ・の状態かまたは分

解 された型(同 構造)で 尿中に排泄 され る時に今一度作

用す るためであろ うか。面 白い現象であ る。同一患者の

尿菌 と喀疲菌で抵抗性 に差 のあつた ものはSMで は4例 ・工2)

PAS4例,INAH2例 であつて,β}藤 の肺臓 内の病巣に

ょつ て,薬 剤に対す る抵抗性が異な るとい う報告か らみ

ても,尿 菌 と喀疲菌 の抵抗性の異な るのは当 然 で あ ろ

う。 こ ・で興味ある例 は臨床的に既に腎結核 の診断 のつ
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いてい る1例 で尿菌は3種 抗結核剤すべてに対 して耐性

を獲得 してお り,喀 寝菌は耐性のなかつた例である。

私達は肺結核患者 の尿 中結核菌排泄状態について観察

し,以 上 の諸知見を得たが,尿 巾結核菌陽性例について

は さらに腎孟撮影,膀 胱鏡,分 離尿,カ テー テル尿等 の

検査 を経過を追つて行 いつ ・あ り,な お尿中陽性であつ

た結核菌 の同定 も検索 中であ る.

V結 論

1)天 竜荘入荘肺結核患者782例 の尿 中よ り3.8%に 結

核菌を証明 した。

2)尿 中結核菌陽 性例は,肺 結核 の軽症例 より,中 等

症以上に多 く認められた。

3)尿 の所 見では蛋 白陽性例24.2%に み られた のみ

で,他 は正常尿とほとん ど変 りがなかつた。

4♪ 同一患者 の尿菌 と喀寝菌 との各種抗結核 剤に対す

る抵抗性に差のあるもの8例 で,そ の中の1例 の尿菌 は

3種 薬剤に抵抗性 を有すにかかわらず,喀 疲菌はどの薬

剤に対 しても感受性であつた◎

本論丈 の要 旨は第30回 日本結核病 学会総会 において発

裏 した。

捌筆 に臨 み御懇切な御指導,御 校 閲を鐵い=セ国立療養

所天竜荘長中村博士な らび に北里研 究所水之 江博士 に深

甚な謝意 を表 します。 また御 協力頂 きました医局 諸先生

方 に感謝致 します。
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